「동일한 점심」 편혜영　　「同一な昼食」－ ピョン ヘヨン　　　2010.01.11 平山美果

· 편혜영 作家と作品

1972年ソウル生まれ。ソウル芸大文芸創作科、漢陽大国文科大学院を卒業。2000年ソウル新聞新春文芸に短編小説《이슬털기 露はたくこと》に当選し作品活動を始める。小説集に《아오이가든 アオイガーデン》《사육장 쪽으로 飼育場の方で》がある。2007年韓国日報文学賞、09年第10回이효석文学賞《토끼의 묘 ウサギの墓》を受賞。
作品活動  

○《아오이가든 アオイガーデン》2005.07.29
[評価]　無惨で嫌悪なイメージの羅列の中に、新しい形態の美学を創造する独特の世界がある。文壇の注目を集めた作家の短編集。慣れた敍事を脱するフレッシュさと、独特な中に現代文明の裏を赤裸裸に掘り下げる作家の視点が引き立つ。
○《사육장 쪽으로 飼育場の方で》2007.07.20
[評価]　彼女の小説は‘悪夢の日常化’ではなく ‘日常の悪夢化’を狙う。この変化は明白な進化だ。欲望が才能に会えば歴史になる。今回の作品集で彼女の狙いは的確に表現されている。

○《토끼의 묘 ウサギの墓》2009年이효석文学賞受賞作品
[評価]　現代人の日常に滲んでいる恐怖を鋭くとらえた作品。赤い瞳でじっと相手を見つめる兎のイメージと不意に不慣れな所に移された派遣勤務者の日常を重ね、現代資本主義社会で疎外される人間をりつ然と描き出しているという評価を受けた。
●《동일한 점심》について
　　(현장비평가가 뽑은)2009 올해의 좋은소설 に掲載　（1993年より毎年刊行）

· あらすじ

彼は大学構内でコピー室を営んでいる。いつも同じ時間・同じ車両の電車で出勤し、昼は構内食堂で毎日同じA定食セットを食べる。ある朝、彼は出勤の際に投身事故を目撃する。事故の処理で列車が遅れ、その日彼は初めていつもより遅くコピー室を開ける。その日の帰り、彼は再び事故のあったプラットホームに立つ。

· 主人公（彼）

亡き両親のあとを継ぎ、大学内でコピー室を経営。（父は登山、母は高速道路で事故に遭い亡くなった。）

 　 コピー室と家の往復が彼の日常のすべて。映画を見ることが楽しみ。
［彼の日常］

・規則的な起床時間　・紺色と黒の同じような装いの服装　・同じ時間に出勤電車に乗る
・いつも一定なコピー室の営業時間、同じ仕事　・昼食は定食Aセット　・食堂でいつも座る柱の後ろの席

・読む本は嗜好を問わず売れ残った製本図書だけ　・昼休みはパソコンで映画を見るのが楽しみ

・休日も外出せず家で映画を見る。

· 8つの段落・気になる表現

1 彼の日常

[정식A세트는 그의 일상과 꼭 닮은 식사였다]

　 構内食堂の定食Ａセット、規則的な起床時間、紺色と黒の同じような服装、同じ時間の出勤電車、一定なコピー室の営業時間。　いつもの食堂が工事中で仕方なく他へ行った事もあったが、きまって腹痛をおこした。行商のキンパプを買ってコピー室で食べる。昼休み中は誰が来ても決してドアは開けない。

2 いつも決まった所で会う男性
  [그는 신체를 활용하는 예술가들의 방식이 마음에 들었다.몸은 단지 하나의 매체나 표현 도구로 사용되고 있다]

　 構内食堂で男性の視線を感じる。どこかで見たことがあるが思い出せない。毎日出勤時に自分と同じ車両・出口で電車を待つ男性だと思い出す。電車を待つ間、その男性は無料新聞、彼は製本図書をいつも読んでいる。最近気に入った「行為芸術の場面を編集した本」は体をぞんざいに扱ったもの。体を動かすことの少ないコピー室で働く自分の太った体と同じで美しくない。
3 ２メートルという距離
[결국 타인과의 완벽한 친밀함이란 동경에 불과하며,인간이란 타인과 최소한 2미터 이상의 거리를 가져야만 하는 존재인지도 몰랐다] 

電車を待つ間、彼は『腰を互いに縛られたまま過ごす１年』という写真を見ていた。１年間、２ｍの長さのヒモをくくり付けて２人が生活するというパフォーマンス。その結末は最悪で敵対的な仲に転落してしまうというものだった。他人と親密な関係に漠然とした憧れがあった彼は、人間は他人と最小２メートルの距離を持たなければならない存在なのかもしれないと考える。彼と学生・講師たちを隔てるカウンターの距離と同じ長さだ。誰もカウンターを超え入っては来なかった。

④　投身自殺を目撃

[그렇다고 해도 사내가 그에게 남긴 메시지는 아무것도 없었다]   [중용한 약속이라는 게 있을 리 없었다]

列車が来る音に振り向いた彼はひとりの男性と目が合う。男性がしばらく彼を見つめる。その直後に投身自殺をする。残酷な亡骸、枕木に染み付いた赤い血を見る。衝撃を受け椅子に座り込むといつもの男性が新聞を手に近づいて来て話しかけた。「この都市では一日に平均274人が誕生し、106人が死んでゆく」

警察に参考人調査の同行を求められたが、大事な用があるとウソを言い逃げるようにタクシーに乗り込む。彼はこの日初めて３０分遅れてコピー室を開けた。しかし世間は彼が生まれてはじめて遅れたことなどは気づかぬまま静まり返っていた。その後はいつもの日常。正午になり構内食堂に行き定食Aセットを食べる。
⑤　映画を見ながら死ぬなら…
 [우리가 민 것도 아닌데]

昼食後はパソコンで映画を見る。彼は１年前から『死ぬ前に絶対見なければならない1001編の映画』という本で紹介されたものをひとつずつ見ている。自分は死ぬ前にやりたいことは何か考えてみる。とりあえずこの本の映画を全部見ていこうと思った。映画を見ながら死ぬなら、少なくてもベッドや椅子に座って死ねそうだったからだ。両親は事故で亡くなった。たまに両親の墓に行くのが唯一の外出だった。危険なことはしない主義、運転は規定速度を守り車の点検も定期的に受ける。

映画を見る時は満ち足りた気分になった。講師らしき男性が印刷を頼みに来た。毎朝同じ電車に乗り、昼は構内食堂で会うあの男性だった。今朝の事故の件で警察から電話がしきりに来ると言う。「私たちが押したわけでもないのに…」  ふと男性のしわになった新聞を思い出し、どこに置いたかと体をひねり、誤ってコピー機のボタンを押してしまう。めったに無い失敗だった。
⑥　10時間20分

[그럼에도 아무것도 달라지 않았다. 10시간 20분 이전과 같을 수 없음에도]

夕方彼は再び、朝事故のあったプラットホームに降り立ってみる。10時間20分ぶりだ。その間彼はいつもの日常を過ごした。構内食堂の定食Aセットを基準に、彼の一日はデカルコマニー（転写絵）のように同一に繰り返される。それが未来も同じであろう事に、彼はいつも同じで良かったと思う。

誰かが引かれ死んだレールを通り、人々は何事も無かったかのように電車に乗る。枕木には所々黒い染みが残っていた。駅は何も変わらなかった。10時間20分以前とは同じではないだろうに。

7 警察署に行きＣＣＴＶを見る

[화면 속에서 그는 아주 작은 사람처럼 보였다]

講師の男性が警察からしきりに電話がかかってくるという言葉を思い出し、呼ばれていないが自ら警察署に出向く。今朝の事故のＣＣＴＶを見た彼はそこに映った自分の姿を客観的に見る。画面の中の彼はとても小さな人間に見えた。画面の中で彼は、ひとり椅子に腰掛け自殺した男性が落とした新聞を拾って読んでいた。一日平均274人が生まれ106人が死ぬという。106人中の誰かが自分の目の前で死ぬのは初めてだと思った。警察官がなぜわざわざ来たのか聞く。「男性が落とした新聞を拾ったんです」「そんなの捨てて下さいよ」
8 その夜、またあのレールの上を通りコピー室へ

 [무엇인가 끌어당기는 느낌이었다. 얼룩과 빛과 한숨으로 남은 무엇인가가] 

家に帰らず再びコピー室へ向かう。朝8時38分発以外の時間に列車に乗るのは初めてだ。それに乗るとコピー室に行かなければならない気がするからだ。列車が動き出す。何かに引き寄せられる感じだった。染みと光とため息の残った何かが。心臓の鼓動を感じながら彼は自分が今、あの男性が染み込んだ枕木を通過したのが分かった。
冷たい夜の地下で昼間、昼間あの講師が注文したものをコピーした際に出してしまった破紙が見つからない。「私たちが押したわけでもないのに…」彼が言ったことに続き同じことを言った講師の声が耳元で渦巻いた。その夜コピー室で夜明かしをした彼は、いつもの時間にコピー室を開け、いつもの定食Aセットを食べ、またコピー室での日常を繰り返す。
